
式
年
神
幸
祭
記
念

令
和
七
年
度
　
ト
ピ
ッ
ク
ス
展

香
取
神
宮
展





千
葉
県
香
取
市
に
あ
る
香
取
神
宮
は
、
全
国
の
香
取
神
社
の
総
本
社
で
す
。
ま
た
、
延え
ん
ぎ
し
き

喜
式
に
登
録
さ
れ
た
式し
き
な
い
し
ゃ

内
社
と

し
て
、
そ
し
て
か
つ
て
全
国
に
三
社
し
か
な
か
っ
た
「
神
宮
」
と
呼
ば
れ
る
神
社
と
し
て
、
長
い
歴
史
を
つ
な
い
で
き
た

県
内
有
数
の
神
社
で
す
。

香
取
神
宮
で
は
、
十
二
年
に
一
度
の
午う
ま
ど
し年
に
行
わ
れ
る
「
式し
き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
」
と
い
う
特
別
な
祭
礼
が
あ
り
ま
す
。
午
年
を

迎
え
た
令
和
八
年
、
四
月
十
五
日
・
十
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
こ
の
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
館
で
は
、
式
年
神
幸
祭
を
記
念
し
、「
式
年
神
幸
祭
記
念
　
香
取
神
宮
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
本
展
示
で
は
、
式
年
神
幸
祭
と
は
何
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
神
幸
祭
や
、
香
取
神
宮
と
関
連
す

る
周
辺
地
域
に
も
目
を
向
け
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
新
た
に
香
取
神
宮
か
ら
当
館
に
寄
託

さ
れ
た
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
の
宝
物
を
展
示
し
ま
す
。
香
取
神
宮
式
年
神
幸
祭
と
と
も
に
、
本
展
示
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
本
展
示
の
開
催
に
あ
た
り
、
香
取
神
宮
を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

令
和
八
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
　
館
長
　
四
柳 

隆
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凡
　
例

・�

本
図
録
は
、
令
和
七
年
度
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
「
式
年

神
幸
祭
記
念
　
香
取
神
宮
展
」（
令
和
八
年
三
月

十
四
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
開
催
）
に
お
け

る
展
示
図
録
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

・�

本
図
録
は
、
展
示
資
料
の
写
真
の
一
部
を
掲
載
し

た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
解
説
文
は
出
品
し
た

全
資
料
を
掲
載
し
て
い
る
。
写
真
掲
載
し
な
い
史

料
に
つ
い
て
は
、
解
説
文
に
★
を
記
し
た
。

・�

本
図
録
に
掲
載
し
た
写
真
の
う
ち
、
千
葉
県
立
房

総
の
む
ら
所
蔵
資
料
は
、
所
蔵
者
か
ら
借
用
し
た

フ
ィ
ル
ム
を
当
館
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
は
、
当
館
研
究
員
が
撮
影
し
た
。

・�

本
図
録
の
作
成
は
、
中
川
由
莉
・
小
出
麻
友
美
・

小
川
宏
和
・
園
部
華
与
・
黒
田
篤
史
が
行
っ
た
。

・�

本
展
示
は
、中
川
由
莉
・
小
出
麻
友
美
・
小
川
宏
和
・

園
部
華
与
・
菊
川
照
英
・
林
紀
男
が
担
当
し
た
。

表
紙
写
真

　
官
幣
大
社
香
取
神
宮

　
神
幸
軍
神
祭
御
船
遊
之
図
（
部
分
）

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
所
蔵
）

ご
あ
い
さ
つ

凡
例

第
一
章
　
香
取
神
宮
の
は
じ
ま
り

第
二
章
　
式
年
神
幸
祭

　
　
一
　
神
幸
祭
と
式
年
神
幸
祭

　
　
二
　
式
年
神
幸
祭
の
歴
史

第
三
章
　
香
取
と
鹿
島

　
　
一
　
香
取
の
海
を
は
さ
ん
で

　
　
二
　
そ
れ
ぞ
れ
の
神
幸
祭

解
説

主
な
参
考
文
献

出
品
目
録

目
　
次

12356791013162123
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香
取
神
宮
は
、経ふ

つ
ぬ
し
の
お
お
か
み

津
主
大
神
を
祭
神
と
し
、神じ

ん
む武

天
皇
十
八
年
創
建
と
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

律り
つ
り
ょ
う令

国
家
か
ら
、
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
に
載
る
式し

き
な
い
し
ゃ

内
社
そ
し
て
明み

ょ
う
じ
ん
た
い
し
ゃ

神
大
社
と
い
う
高
い
社
格
を
認
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
神
宮
」
と
い
う
名
称
に
も
表
れ
て
お
り
、「
神
宮
」
と
呼
ば

れ
る
神
社
は
、
か
つ
て
は
伊
勢
神
宮
と
鹿
島
神
宮
、
そ
し
て
香
取
神
宮
の
三
社
の
み
で
し
た
。

実
際
に
、国
家
か
ら
経
済
的
な
基
盤
を
保
証
さ
れ
て
お
り
、香
取
郡
を
神し

ん
ぐ
ん郡

（
神
宮
の
領
地
）

と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
具
体
的
な
神か

ん
べ戸

（
神
宮
の
た
め
の
民み
ん
こ戸

）
の
名
前
も

確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
香
取
神
宮
が
、
国
家
と
強
く
つ
な
が
り
、
ま
た
周
辺
地
域
に
支
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
　
第
一
章
　
香
取
神
宮
の
は
じ
ま
り
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1-1　正和五年二月日「大禰宜実長訴状写」
（香取文書纂　巻一）

2　日本書紀　巻第二

3　古事記　上4　複製　延喜式（九条家本）　巻第九

5　千葉県指定有形文化財　吉原三王遺跡　墨書土器6　神田台遺跡　墨書土器
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式し
き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
と
は
、
午う

ま
ど
し年

と
い
う
定
め
ら
れ
た
年
に
行
う
と
い
う
「
式
年
」、
神
が
御み

ゆ
き幸

す
る
祭
礼
と
い
う
意
味
の
「
神
幸
祭
」
を
組
み
合
わ
せ
た
名
称
で
す
。

現
在
行
わ
れ
て
い
る
祭
礼
は
、
明
治
時
代
に
再
興
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
際
に
、
十
二
年

に
一
度
行
う
定
年
の
祭
礼
と
な
り
ま
し
た
。
香
取
神
宮
の
祭
神
が
神し

ん
よ輿

に
乗
っ
て
巡
幸
し
、

御ご
ざ
ふ
ね

座
船
に
乗
っ
て
利
根
川
を
進
む
流
れ
は
、「
神
幸
祭
絵
巻
」
や
古
文
書
、
江
戸
時
代
の
地

誌
な
ど
の
資
料
を
参
考
に
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
第
二
章
　
式
年
神
幸
祭
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現
在
、
十
二
年
に
一
度
、
午う

ま
ど
し年
に
行
わ
れ

る
式し

き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
は
、
か
つ
て
は
毎
年
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
す
で
に
祭

礼
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
江

戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
の
地
誌
で
は

「
神み

ゆ
き
の幸

神
事
」「
軍ぐ

ん
じ
ん神

祭
」な
ど
と
呼
ば
れ
、「
三

月
の
最
初
の
巳み

と
午う

ま
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た

も
の
で
、
神じ

ん
ぐ
う
こ
う
ご
う

功
皇
后
の
三さ

ん
か
ん
せ
い
ば
つ

韓
征
伐
に
な
ぞ
ら

え
、
香か

と
り
の
う
ら

取
浦
に
神し

ん
よ輿

を
出
し
て
船
に
乗
せ
る

神
事
」
だ
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
に
残
る
神
幸
祭
絵
巻
は
、
香

取
神
宮
か
ら
津つ

の
み
や宮

ま
で
続
く
御ご

し
ん
よ

神
輿
を
中
心

と
す
る
行
列
を
描
き
、
か
つ
て
の
祭
礼
の
様

子
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

9　香取新誌10　香取参詣記

7　香取志　上巻8　利根川図志　巻五

一
　
神
幸
祭
と
式
年
神
幸
祭
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式
年
神
幸
祭
が
始
ま
っ
た
時
期
は
、
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
和わ

ど
う銅
六
年
（
七
一
三
）

に
編
さ
ん
が
命
じ
ら
れ
た
『
常ひ

た
ち
の
く
に
ふ
ど
き

陸
国
風
土
記
』

に
、
同
じ
く
船
を
用
い
る
鹿
島
神
宮
の

御み
ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
に
つ
な
が
る
祭
礼
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
八
世
紀
に
は
香
取
神
宮
で
も
式
年
神
幸

祭
に
近
い
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
香
取
神
宮
の
中
世
の
記
録

か
ら
は
、
船
を
用
い
た
祭
礼
が
毎
年
三
月
に

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

神
幸
祭
は
、
江
戸
時
代
に
は
行
わ
れ
な
く

な
り
ま
す
が
、
明
治
維
新
後
に
再
興
さ
れ
、

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
現
在
の
形
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
の
十
二
年
に
一
度
の
斎さ

い
こ
う行
は
、
か
つ

て
二
十
年
ご
と
に
社
殿
の
新
造
を
行
っ
て
い

た
式し

き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

年
遷
宮
と
の
か
か
わ
り
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
式
年
遷
宮
は
中
世
後
期
以
降
形

骸
化
し
、
式
年
の
考
え
方
も
揺
ら
い
で
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
式
年
神
幸
祭
は
明

治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
午
年
に
行
う
こ

と
と
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
背
景
は
は
っ

き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

12　常陸国風土記13　年月欠「御祭礼之次第」
（香取文書纂　巻九）

15　古事記　中16　日本書紀　巻第三

18　香取神宮神幸軍神祭図

二
　
式
年
神
幸
祭
の
歴
史
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19　官幣大社香取神宮　神幸軍神祭御船遊之図

20-1　官幣大社　香取神宮神幸軍神祭　記念絵葉書

20-2　下総官幣大社香取神宮　神幸軍神祭（四月十五日）
①②神輿供奉船の賑わい③神輿津宮河岸御初輦

①香取神宮本殿　②発輿を待つ供奉者たち

　④多田の獅子舞（香取市指定無形民俗文化財） 　③津宮にて供奉船に乗る風景か
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経ふ
つ
ぬ
し
の
お
お
か
み

津
主
大
神
と
武た

け
み
か
づ
ち
の
お
お
か
み

甕
槌
大
神
の
二
神
は
、『
日
本
書
紀
』
で
、
葦あ

し
は
ら
な
か
つ
く
に

原
中
国
を
平
定
す
る
神

と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。
こ
の
神
話
か
ら
、
と
も
に
武
神
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

平
安
時
代
前
期
に
は
、
香
取
神
宮
の
祭
神
が
経
津
主
大
神
、
鹿
島
神
宮
の
祭
神
が
武
甕
槌
大

神
で
あ
る
こ
と
が
史
料
に
現
れ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
両
宮
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
霞
ヶ
浦
・
北
浦
・
印い

ん
ば
ぬ
ま

旛
沼
・
手て

が
ぬ
ま

賀
沼
な
ど
が
ひ
と
つ

づ
き
と
な
っ
た
内
海
「
香
取
の
海
」
を
は
さ
ん
で
立
地
し
て
い
ま
す
。
古
代
・
中
世
に
は
、

周
辺
に
多
く
の
津
が
設
け
ら
れ
、
内
海
を
用
い
た
水
上
交
通
の
盛
ん
な
地
で
し
た
。

そ
し
て
、
両
宮
は
、
利
根
川
で
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
神
に
迎
え
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
的
な
祭
礼

を
行
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
十
二
年
に
一
度
、
午う

ま
ど
し年

に
行
わ
れ
る
香
取
神
宮
の
式し

き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
、

鹿
島
神
宮
の
式
年
大
祭
御み

ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
で
す
。
祭
神
・
立
地
・
祭
礼
と
、
多
く
の
共
通
点
を
持
つ
香

取
神
宮
と
鹿
島
神
宮
。
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
ま
す
。

　
　
第
三
章
　
香
取
と
鹿
島
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香
取
神
宮
と
鹿
島
神
宮
は
、
内
海
「
香
取

の
海
」
を
は
さ
み
、南
北
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

中
世
に
は
、
香
取
神
宮
の
支
配
下
に
あ
っ

た
海
民
の
住
む
津
が
、
香
取
の
海
沿
岸
に
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
神こ

う

崎ざ
き

の
津
」
に
は
、
神
崎
神
社
（
神
崎
町
）
が

あ
り
ま
し
た
。
神
崎
神
社
は
、
天あ

め
の
と
り
ふ
ね
の
み
こ
と

鳥
船
命
を

祭
神
の
一
柱
と
し
、
交
通
の
神
と
も
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
古
代
東
海
道
の

駅え
き

は
内
海
沿
岸
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

八
世
紀
末
に
は
、
内
海
か
ら
外
洋
へ
の
水
運

ル
ー
ト
を
利
用
し
て
東
国
へ
の
軍
事
物
資
運

搬
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

香
取
神
宮
の
祭
神
は
、
東
国
香
取
の
地
を

治
め
る
神
で
あ
り
、「
楫か

と
り取

の
神
」
と
も
表

さ
れ
る
船
と
か
か
わ
り
深
い
神
で
し
た
。
ま

た
、
そ
の
立
地
も
東
国
へ
の
水
陸
交
通
の

要よ
う
し
ょ
う衝
に
あ
り
、
ま
さ
に
、
東
国
や
そ
こ
へ
通

じ
る
水
運
を
治
め
る
要
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

21　卜部家本　古語拾遺（影印本）23　千葉県指定有形文化財　神崎宮絵図写（神崎神社文書）

24　千葉県指定有形文化財  神宮寺文書（大般若波羅密多経・経箱入）

24-1　千葉県指定有形文化財　大般若波羅蜜多経　巻第五百八十八（神宮寺文書）

一
　
香
取
の
海
を
は
さ
ん
で
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24-2　千葉県指定有形文化財　大般若波羅蜜多経　巻第三（神宮寺文書）

25　成田名所図会（成田参詣記）　一

24-3　千葉県指定有形文化財　大般若波羅蜜多経　巻第一百四（神宮寺文書）
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香
　
取
　
の
　
海

太
　
平
　
洋

飯
沼

垣
根

野
尻

森
戸

笹
本

今
泉

石
出

笹
川

小
見
川

側
高

堀
川

津
宮

篠
原

井
戸
庭

佐
原

関
戸

岩
ヶ
崎

神
崎

鹿
島
神
宮

息
栖
神
社

神
崎
神
社

香
取
神
宮

常
陸
国
府

真
敷
駅

板
来
駅

曽
尼
駅

荒
海
駅

山
方
駅

鳥
取
駅

凡
例

20
km

10
0

神
宮
・
神
社

国
府

海
夫
注
文
の
津

駅 奈
良
時
代
の
東
海
道

延
喜
式
記
載
の
東
海
道

地
理
院
タ
イ
ル
（
傾
斜
量
図
、
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図
、
ア
ナ
グ
リ
フ
）
を
使
用
し
て
作
成

地
理
院
タ
イ
ル
（
傾
斜
量
図
、
デ
ジ
タ
ル
標
高
地
形
図
、
ア
ナ
グ
リ
フ
）
を
使
用
し
て
作
成

古
代
・
中
世
の
香
取
の
海
と
水
陸
交
通
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香
取
神
宮
と
鹿
島
神
宮
。
ど
ち
ら
の
神
宮

で
も
、
十
二
年
に
一
度
の
午う

ま
ど
し年

に
特
別
な
祭

礼
が
行
わ
れ
ま
す
。
香
取
神
宮
の
四
月
十
五

日
・
十
六
日
の
式し

き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
、
鹿
島
神
宮
の

九
月
一
日
か
ら
三
日
の
式
年
大
祭
御み

ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
で

す
。
と
も
に
、
祭
神
が
神し

ん
よ輿

に
乗
り
、
川
や

浦
に
浮
か
ぶ
船
に
移
っ
て
、
水
上
渡と

ぎ
ょ御

を
行

う
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
ま
た
、
水
上

で
互
い
に
迎
え
あ
う
と
い
う
こ
と
も
注
目
さ

れ
ま
す
。
式
年
神
幸
祭
で
は
、
利
根
川
の

牛う
し
が
は
な

ヶ
鼻
（
香
取
市
）
で
鹿
島
神
宮
御お

む
か
え
さ
い

迎
祭
が
、

式
年
大
祭
御み

ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
で
は
、
常ひ

た
ち陸

利
根
川
の
加か

藤と
う

洲ず

（
香
取
市
）
で
香
取
神
宮
御
迎
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。

①津宮浜鳥居の風景

②香取神宮旧参道

③昭和終わりごろの式年神幸祭の様子 26　絵はがき④鹿島神宮小御門神社御迎祭

二
　
そ
れ
ぞ
れ
の
神
幸
祭



14

27　鹿嶋志　上巻

28-2　日本水郷めぐり・鹿島神宮　御船祭

29-1　香取神宮式年神幸祭

①

28-1　官幣大社香取神宮鹿島神宮参拝記念　
絵葉書

②

③④
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29-2　香取神宮式年神幸祭

29-3　香取神宮式年神幸祭

30　鹿島神宮式年大祭御船祭

② ①

③
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1-

1

　
正
和
五
年
二
月
日「
大
禰
宜
実
長
訴
状
写
」

（
香
取
文
書
纂　
巻
一
）

　
　
　
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

　
　
　
（
原
資
料
：
正
和
五
年
（
一
三
一
六
））

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

香
取
神
宮
の
大お

お
ね
ぎ

禰
宜
で
あ
っ
た
大お

お
な
か
と
み
の
さ
ね
な
が

中
臣
実
長

が
、
社
殿
の
造
営
を
要
求
し
て
鎌
倉
幕
府
に

提
出
し
た
訴
状
の
控
え
で
す
。
神
宮
の
創
建

が
神じ

ん
む武

天
皇
十
八
年
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を

強
調
し
、
迅
速
な
対
応
を
求
め
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
伝
わ
る
創
建
の
社
伝
が
、
こ
の
時

期
す
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
史
料
で
す
。

1-

2

　

�

千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
正
和
五
年
二
月
日
「
大

禰
宜
実
長
訴
状
写
」（
本
所
古
文
書
）
★

　
　
　
正
和
五
年
（
一
三
一
六
）

　
　
　
香
取
神
宮

1-

1
の
原
資
料
で
す
。

2　
日
本
書
紀　
巻
第
二

　
　
　
江
戸
時
代

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館　
大
利
根
分
館

祭
神
の
経ふ

つ
ぬ
し
の
お
お
か
み

津
主
大
神
は
、
葦あ

し
は
ら
な
か
つ
く
に

原
中
国
の
平
定

者
の
「
経
津
主
神
」
と
し
て
登
場
し
、「
東

国
香
取
の
地
」
に
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
香

取
の
地
を
治
め
る
神
を
祭
神
と
す
る
こ
と
が

神
話
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

3　
古
事
記　
上

　
　
　
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）

　
　
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

祭
神
・
経ふ

つ
ぬ
し
の
お
お
か
み

津
主
大
神
が
、
葦あ

し
は
ら
な
か
つ
く
に

原
中
国
の
平
定

者
の
建た

け
み
か
づ
ち
の
お
の
か
み

御
雷
之
男
神
、
別
名
、
建た

け
ふ
つ
の
か
み

布
都
神
・

豊と
よ
ふ
つ
の
か
み

布
都
神
と
し
て
登
場
し
ま
す
。別
名
の「
布

都
」
は
経
津
主
大
神
の
「
経
津
」
と
音
通
す

る
名
前
で
す
。

4　
複
製　
延
喜
式
（
九
条
家
本
）　
巻
第
九

　
　
　
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

　
　
　
（
原
資
料
：［
国
宝
］
東
京
国
立
博
物
館
）

神じ
ん
み
ょ
う
ち
ょ
う

名
帳
（
神
祇
官
所
管
の
神
名
の
登
載
帳
）

の
香
取
郡
の
項
に
は
、
香
取
神
宮
一
座
の
み

が
載
せ
ら
れ
、
明
神
大
社
で
あ
る
こ
と
も
記

し
ま
す
。
明
神
大
社
と
い
う
国
家
の
大
事
に

祈
願
を
行
う
社
と
さ
れ
、
古
代
か
ら
高
い
社

格
で
し
た
。

5
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
吉
原
三
王
遺
跡　
墨
書
土
器

　
　
　
平
安
時
代
前
期
（
九
世
紀
中
頃
）

　
　
　
千
葉
県
教
育
委
員
会

吉よ
し
わ
ら
さ
ん
の
う

原
三
王
遺
跡
（
香
取
市
佐
原
）
の
竪
穴
住

居
跡
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
体
部
の
墨
書

「
香
取
郡
大お
お
つ
き
ご
う

坏
郷
」
は
、
天て

ん
ぴ
ょ
う
し
ょ
う
ほ
う

平
勝
宝
二
年

（
七
五
〇
）・
三
年
の
古
文
書
に
あ
る
「
香
取

郡
神
戸

4

4

大
槻
郷
」
と
の
記
述
か
ら
、
香
取
郡

内
に
あ
っ
た
香
取
神
宮
の
経
済
的
基
盤
と
な

る
神か

ん
べ戸
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
墨
書
】�　
　
香
取
郡
大
坏
郷
中
臣
人
成
女
之

替
承

6　
神
田
台
遺
跡　
墨
書
土
器

　
　
　
平
安
時
代
前
期
（
九
世
紀
前
半
）

　
　
　
千
葉
県
立
房
総
の
む
ら

神か
ん
だ
だ
い

田
台
遺
跡
（
香
取
市
佐
原
）
の
竪
穴
住
居

跡
か
ら
出
土
し
た
土は

師じ

器き

杯つ
き
で
す
。墨
書「
神

宮
」
は
、
地
理
的
に
も
香
取
神
宮
を
指
す
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
外
面
に
は
赤
彩
が
残
る
こ

と
か
ら
特
別
な
土
器
と
み
ら
れ
、
集
落
内
で

の
神
宮
へ
の
祈
り
に
使
用
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
墨
書
】
神
宮

7　
香
取
志　
上
巻

　
　
　
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

香
取
神
宮
社
家
の
小
林
重し

げ
の
り規
が
著
し
た
地
誌

で
す
。
執
筆
時
に
神じ

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
は
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
室
町
時
代
の
永
享
九
年

（
一
四
三
七
）
の
記
録
に
よ
り
、
か
つ
て
の

祭
礼
行
列
を
「
神み

ゆ
き
の幸
神
事
」
と
し
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。

８　
利
根
川
図
志　
巻
五

　
　
　
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

赤
松
宗そ

う
た
ん旦

が
著
し
た
利
根
川
流
域
の
地
誌
で

す
。「
香
取
神
宮
の
一
の
鳥
居
は
水
中
に
建
っ

て
い
る
」
と
、
津つ

の
み
や宮

浜は
ま
ど
り
い

鳥
居
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
、
こ
の
津
宮
河が

し岸
に
上
陸

し
て
、
三
社
参
詣
（
鹿
島
神
宮・香
取
神
宮・

息い
き
す栖
神
社
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

9　
香
取
新
誌

　
　
　
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館　
大
利
根
分
館

佐
原
出
身
の
国
学
者
・
清せ

い
み
や宮

清ひ
で
か
た堅

が
香
取
神

宮
の
講
話
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
明
治
八

年
（
一
八
七
五
）
に
神じ

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
が
年
中
行
事
と

し
て
再
興
さ
れ
た
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、

神
幸
祭
に
つ
い
て
「
軍
陣
祭
リ
」
の
呼
称
を

用
い
て
い
ま
す
。

10　
香
取
参
詣
記

　
　
　
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）

　
　
　
千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館

江
戸
時
代
の
儒
学
者
・
久く

保ぼ

木き

清せ
い

淵え
ん

が

香
取
神
宮
の
参
詣
者
向
け
に
著
し
た
書
。

式し
き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
は
、
年
中
祭
事
の
項
に
「
軍ぐ

ん
じ
ん神

祭
　
　
　
　
　
　
」
と
さ
れ
、
斎
行
日
が
伝

承
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
の
当
時
、
祭
礼
自
体
は

途
絶
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

解

説

三
月
上
の
巳
午
の
日

今
は
廃
す
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11　
神
幸
祭
絵
巻
（
多
田
家
本
）
★

　
　
　
江
戸
時
代　
香
取
神
宮

か
つ
て
の
神
幸
祭
の
よ
う
す
を
描
い
た
絵

巻
。
香
取
神
宮
の
正し

ょ
う
し
ん
で
ん

神
殿
か
ら
津つ

の
み
や宮

へ
つ
づ

く
行
列
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
冒
頭
が

欠
け
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
役
職
名
が
書
き

込
ま
れ
て
お
り
、
神
幸
祭
の
行
列
の
具
体
的

な
姿
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

12　
常
陸
国
風
土
記

　
　
　
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

天
智
天
皇
の
時
代
、
鹿
島
神
宮
で
は
、
倭や

ま
と
た
け
る
の武

天す
め
ら
み
こ
と皇

の
時
代
に
長
さ
二
丈
余
の
舟
三
隻
を

造
り
納
め
た
こ
と
に
ち
な
み
、
毎
年
七
月
に

舟
を
造
っ
て
津
宮
に
奉
納
す
る
習
い
と
な
っ

た
と
あ
り
ま
す
。
祭
礼
に
船
三
隻
が
登
場
す

る
こ
と
は
、
鹿
島
神
宮
の
御み

ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
と
香
取
神

宮
の
式し

き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

13　
年
月
欠
「
御
祭
礼
之
次
第
」

（
香
取
文
書
纂　
巻
九
）

　
　
　
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

三
月
の
神じ

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
の
項
目
に
は
、「
上
の
巳み

午う
ま

の
日
、
今
は
神
事
こ
れ
無
し
。」
と
記
し
て

い
ま
す
。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
頃
の
記

録
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
神
幸
祭
は
、
江
戸

時
代
に
は
毎
年
の
祭
祀
と
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

14　
伊
藤
泰
歳
「
祭
典
旧
儀
下
調
書
」
★

　
　
　
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
か

　
　
　
香
取
神
宮

香
取
神
宮
神
職
の
伊
藤
泰や

す
歳と

し
が
、
神じ

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
が

再
興
さ
れ
た
頃
の
祭
礼
を
ま
と
め
た
も
の
。

神
幸
祭
は
、「
神じ

ん
こ
う
ぐ
ん
じ
ん
さ
い

幸
軍
神
祭
」
と
呼
ば
れ
、

明
治
維
新
後
、
有
志
に
よ
り
再
興
が
計
画
さ

れ
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
新
式
で
行

い
、
九・
十・
十
二・
十
五
年
と
続
け
た
後
、

午う
ま
ど
し年

に
大
祭
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と
記
し

ま
す
。

15　
古
事
記　
中

　
　
　
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）

　
　
　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

建た
け
み
か
づ
ち
の
お
の
か
み

御
雷
之
男
神
は
、
神じ

ん
む
と
う
せ
い

武
東
征
の
際
、
葦あ

し
は
ら原

中な
か
つ
く
に国

を
平
定
し
た
刀
を
献
上
し
ま
す
。
刀

「
甕み

か
ふ
つ
の
か
み

布
都
神
」
は
、
天
皇
一
行
を
正
気
に
戻

す
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
別
名

「
布ふ

つ
の
み
た
ま

都
御
魂
」
と
い
い
、
経ふ

つ
ぬ
し
の
お
お
か
み

津
主
大
神
に
通

じ
る
も
の
で
す
。

16　
日
本
書
紀　
巻
第
三

　
　
　
江
戸
時
代

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館　
大
利
根
分
館

『
古
事
記
』
と
同
様
の
話
が
、『
日
本
書
紀
』
に

も
登
場
し
ま
す
が
、
剱つ

る
ぎの
名
は
、「
韴

ふ
つ
の
み
た
ま
霊
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
記
紀
い
ず
れ
も
、
経ふ

つ
ぬ
し
の
か
み

津
主
神

と
建た

け
み
か
づ
ち
の
か
み

御
雷
神
の
二
神
が
葦あ

し
は
ら
な
か
つ
く
に

原
中
国
の
平
定
者

と
し
て
お
り
、
二
神
が
武
神
と
さ
れ
る
こ
と

は
、
こ
の
神
話
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

17�　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
弘
安
九
年
六
月
日
「
国

宣
写
」（
本
所
古
文
書
）
★

　
　
　
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）

　
　
　
香
取
神
宮

亀
山
上
皇
の
意
を
受
け
て
発
給
さ
れ
た
文
書

の
写
し
で
、
式し

き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

年
遷
宮
を
滞
り
な
く
遂
行
す

る
よ
う
命
じ
て
い
ま
す
。
通
常
は
「
二
十
一

年
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
社
殿
を
完
成
さ

せ
、遷
宮
を
遂
げ
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
度
は
「
弘
安
三
年
に
宣
旨
が
下
さ
れ
て

以
来
、
造
営
さ
れ
た
の
は
　
殿
（
仮
殿
）
の

み
」
と
さ
れ
、
社
殿
の
造
営
が
遅
れ
が
ち
に

な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

18　
香
取
神
宮
神
幸
軍
神
祭
図

　
　
　
明
治
時
代　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

明
治
時
代
に
四
月
十
四
日
を
祭
礼
日
と
し
て

再
興
し
た
神じ

ん
こ
う
ぐ
ん
じ
ん
さ
い

幸
軍
神
祭
を
描
い
て
い
ま
す
。

御ご
し
ん
よ

神
輿
を
先
導
す
る
行
列
は
、
水
上
渡と

御ぎ
ょ

の

出
発
地
の
津つ

の
み
や宮
浜は

ま
ど
り
い

鳥
居
に
到
着
し
、
利
根
川

で
は
、御ご

ざ
ふ
ね
座
船
が
御
神
輿
を
待
っ
て
い
ま
す
。

19　

�
官
幣
大
社
香
取
神
宮　
神
幸
軍
神
祭
御

船
遊
之
図

　
　
　
明
治
時
代　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

三
代
目
歌
川
広
重
が
描
い
た
明
治
時
代
の

神じ
ん
こ
う
ぐ
ん
じ
ん
さ
い

幸
軍
神
祭
で
す
。
御ご

し
ん
よ

神
輿
を
中
心
と
し
た

行
列
が
、
津つ

の
み
や宮
浜は

ま
ど
り
い

鳥
居
へ
む
か
う
様
子
が
画

面
右
に
、
御
神
輿
を
乗
せ
た
御ご
ざ
ふ
ね
座
船
が
多
く

の
供ぐ

ぶ
せ
ん
奉
船
と
と
も
に
利
根
川
へ
漕
ぎ
出
す
場

面
を
「
御お

ふ
な
あ
そ
び

船
遊
」
と
し
て
大
き
く
描
い
て
い

ま
す
。

20-

1

　

�

官
幣
大
社　
香
取
神
宮
神
幸
軍
神
祭　
記

念
絵
葉
書

　
　
　
明
治
時
代
末
期
～
大
正
時
代
初
期

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館（
菱
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

明
治
時
代
の
式し

き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
を
写
し
た
記
念
絵

は
が
き
で
す
。
戦
前
ま
で
は
「
神じ

ん
こ
う
ぐ
ん
じ
ん

幸
軍
神

祭さ
い

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
①
香
取
神
宮
本
殿

　
②
発は

つ
よ輿

を
待
つ
供
奉
者
た
ち

　
③
津
宮
に
て
供
奉
船
に
乗
る
風
景
か

　
④�

多
田
の
獅
子
舞
（
香
取
市
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）

甲か
っ
ち
ゅ
う
む
し
ゃ

冑
武
者
（
③
）
は
、
祭
神
・
経ふ

つ
ぬ
し
の
お
お
か
み

津
主
大
神

の
東
国
平
定
を
模
し
た
と
い
う
祭
礼
の
由
来

を
伝
え
て
い
ま
す
。

20-

2

　

�

下
総
官
幣
大
社
香
取
神
宮　
神
幸
軍
神
祭

（
四
月
十
五
日
）

　
　
　
明
治
時
代
末
期
～
大
正
時
代
初
期

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館（
菱
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

　
①
②
神し

ん
よ輿

供ぐ
ぶ
せ
ん

奉
船
の
賑
わ
い

　
　�

利
根
川
の
川
面
を
埋
め
尽
く
す
御ご

し
ん
よ

神
輿

の
供
奉
船
に
は
、
装
束
に
身
を
つ
つ
ん

盛あさめ女
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だ
参
列
者
や
多
く
の
観
光
客
が
乗
船
し

て
い
ま
す
。

　
③
神
輿
津
宮
川
岸
御ご

は
つ
れ
ん

発
輦

　
　�

香
取
の
神
を
遷う

つ
し
た
御
神
輿
は
、
津
宮

に
て
御ご

ざ
ふ
ね
座
船
へ
と
移
り
、
水
上
渡と

ぎ
ょ御
へ

出
発
し
ま
す
。

21　
卜
部
家
本　
古
語
拾
遺
（
影
印
本
）

　
　
　
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

古
代
の
朝
廷
で
祭
祀
を
担
っ
た
忌い

ん
べ部

氏
の
家

伝
で
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
に
成
立
し

ま
し
た
。
葦あ

し
は
ら
な
か
つ
く
に

原
中
国
平
定
神
話
部
分
の
割

書
に
、
経ふ

つ
ぬ
し
の
か
み

津
主
神
は
「
下
総
国
香
取
神
」、

武た
け
み
か
づ
ち
の
か
み

甕
槌
神
は
「
常
陸
国
鹿
嶋
神
」
と
あ
り
、

九
世
紀
に
は
、香
取・鹿
島
の
祭
神
が
定
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

22　
複
製　
海
夫
注
文
★

　
　
現
代
（
原
資
料
：
応
安
七
年
（
一
三
七
四
））

　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

（
原
資
料
：［
重
要
文
化
財
］
個
人
）

香
取
神
宮
の
大
宮
司
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た

「
津
（
湊
）」
を
書
き
上
げ
た
リ
ス
ト
で
、
こ

こ
に
見
え
る
「
つ
の
み
や
の
津
」
は
、現
在
、

津つ
の
み
や宮
浜は

ま
ど
り
い

鳥
居
が
立
つ
地
を
指
す
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
八
通
が
現
存
す
る
リ
ス
ト
に
は
下し

も
う
さ総

だ
け
で
な
く
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
国
の
地
名
も
記
さ
れ
、
神

宮
の
支
配
が
「
香
取
の
海
」
の
全
域
に
及
ん

で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

23　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
神
崎
宮
絵
図
写

（
神
崎
神
社
文
書
）

　
　
　
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）

　
　
　
神
崎
神
社
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

「
宮み

や
ま
ん
だ
ら

曼
荼
羅
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
一
種
で
、

神
社
の
神
域
や
社
殿
の
配
置
を
描
き
、
そ
の

由
来
な
ど
を
記
し
て
い
ま
す
。
神
崎
神
社
は

摂
関
家
領
だ
っ
た
神こ

う
ざ
き
の
し
ょ
う

崎
荘
に
所
在
し
た
こ
と

か
ら
摂
関
家
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
神
主

職
も
摂
関
家
に
よ
り
任
命
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
式し

き
年ね

ん
遷せ

ん

宮ぐ
う

の
費
用
を
た
び
た
び
負
担
し
て
お
り
、
香

取
神
宮
と
も
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

24　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財  

神
宮
寺
文
書

（
大
般
若
波
羅
密
多
経
・
経
箱
入
）

　
　
　
平
安
時
代
～
南
北
朝
時
代

　
　
　
神
宮
寺
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

神こ
う
ざ
き崎
神
社
の
別
当
寺
（
神
仏
分
離
以
前
の
神

社
に
付
属
し
て
置
か
れ
た
寺
院
）
だ
っ
た
神

宮
寺
に
伝
来
し
ま
し
た
。
神
宮
寺
の
大
般

若
経
は
、
最
初
、
白し

ら
い
の
し
ょ
う

井
庄
（
佐
倉
市
・
八

街
市
）
六
所
宮
に
奉
納
さ
れ
、
大
永
八
年

（
一
五
二
八
）
頃
、
神
宮
寺
に
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
一
部
に
平
安
時
代
後
期
の
写
本
を
含

ん
で
お
り
、
当
時
の
写
経
僧
の
活
動
が
わ
か

る
資
料
で
す
。

24�-

1　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
大
般
若
波
羅
蜜

多
経　
巻
第
五
百
八
十
八（
神
宮
寺
文
書
）

　
　
　
平
安
時
代
～
鎌
倉
時
代

　
　
　
神
宮
寺
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

文
字
や
紙
の
質
、
長
さ
な
ど
か
ら
、
平
安
時

代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
と
み

ら
れ
、
巻
首
か
ら
巻
末
ま
で
が
残
る
完
存
品

で
す
。
元
は
巻か

ん
す
そ
う

子
装
で
し
た
が
、
途
中
で
改

装
さ
れ
折お

り
ほ
ん
そ
う

本
装
に
な
っ
て
い
ま
す
。
奥
書
に

は
、
神
宮
寺
へ
の
奉
納
者
「
神
崎
平
之
義
」

の
名
が
み
え
ま
す
。

24�-

2　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　

大
般
若
波
羅
蜜

多
経　
巻
第
三
（
神
宮
寺
文
書
）

　
　
　
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）

　
　
　
神
宮
寺
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
貞
治
二
年
に
白

し
ら
い
の
し
ょ
う

井
庄

世せ
た
む
ら

田
村
の
栄
楽
寺
（
現
在
は
廃
寺
）
の
真
尊

に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
完
存
品
で
す
。

24�-

3　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
大
般
若
波
羅
蜜

多
経　
巻
第
一
百
四
（
神
宮
寺
文
書
）

　
　
　
南
北
朝
時
代

　
　
　
神
宮
寺
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

神
宮
寺
の
大だ

い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

般
若
経
は
、
写
本
と
版
本
が
混

ざ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
折お

り
ほ
ん
そ
う

本
装
の
春

日
版
と
思
わ
れ
ま
す
。

25　
成
田
名
所
図
会
（
成
田
参
詣
記
）　
一

　
　
　
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

神
宮
寺
に
伝
わ
る
大だ

い
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う

般
若
波
羅
蜜
多
経
（
出

品
番
号
24
）
の
経
箱
を
紹
介
し
ま
す
。
経
箱

の
銘
文
か
ら
、
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
六

月
に
白
井
庄
六
所
宮
に
奉
納
さ
れ
た
も
の

で
、経
典
の
奥
書
の
年
代
と
も
一
致
し
ま
す
。

ま
た
、
当
時
は
三
箱
が
残
さ
れ
る
も
の
の
、

す
で
に
脚
が
欠
け
て
い
た
こ
と
も
伝
え
て
い

ま
す
。

26　
絵
は
が
き 

　
・�

官
幣
大
社
香
取
神
宮
鹿
島
神
宮
参
拝
記

念
絵
葉
書

　
・
官
幣
大
社
香
取
神
宮
参
拝
記
念
絵
葉
書

　
・
官
幣
大
社
香
取
神
宮　
津
の
宮

　
・�

下
総
官
幣
大
社　
香
取
神
宮　
浜
ノ
大

鳥
居

　
・
香
取
神
宮
神
幸
祭

　
・�

下
総
官
幣
大
社
香
取
神
宮
神
幸
軍
神
祭

神
輿
利
根
川
に
て
鹿
島
神
宮
小
御
門
神

社
の
御
迎
祭
式

　
　
　
大
正
・
昭
和
時
代

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館（
菱
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

①
津つ

の
み
や宮
浜は

ま
ど
り
い

鳥
居
の
風
景

　�

現
在
は
、
陸
上
に
あ
る
香
取
神
宮
の
大
鳥

居
（
浜
鳥
居
）
で
す
が
、
か
つ
て
は
利
根

川
の
中
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。
川
に
は
木

造
船
や
船
で
働
く
人
々
が
写
っ
て
い
ま
す
。

②
香
取
神
宮
旧
参
道

　�

か
つ
て
の
表
参
道
の
光
景
で
す
。
参
拝
記
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念
の
絵
葉
書
を
宣
伝
す
る
看
板
や
絵
葉
書

を
製
作
し
た
店（
松
林
堂
）も
見
ら
れ
ま
す
。

③
昭
和
終
わ
り
ご
ろ
の
式し

き
ね
ん
じ
ん
こ
う
さ
い

年
神
幸
祭
の
様
子

　�

多
く
の
観
衆
が
見
つ
め
る
な
か
、
御ご

し
ん
よ

神
輿

が
御ご

ざ
ふ
ね

座
船
へ
と
乗
せ
ら
れ
ま
す
。

④
鹿
島
神
宮
小
御
門
神
社
御お

む
か
え
さ
い

迎
祭

　�

御
神
輿
を
乗
せ
て
津
宮
を
出
発
し
た
御
座

船
は
、
利
根
川
上
の
牛う

し
が
は
な

ヶ
鼻
で
鹿
島
神

宮
、
下
船
す
る
佐
原
河
岸
付
近
で
小
御
門

神
社
、
各
社
に
よ
る
御
迎
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。

27　
鹿
嶋
志　
上
巻

　
　
　
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

二
日
間
に
お
よ
ぶ
祭
礼
を
「
御み

い
く
さ
ま
つ
り

軍
祭
」

「
御み

ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
御

船
祭
の
歴
史
と
し
て
、
舟
三
隻
を
納
め
た
話

（『
常ひ

た
ち
の
く
に
ふ
ど
き

陸
国
風
土
記
』（
出
品
番
号
12
））
を
引

用
し
、
そ
の
三
隻
の
舟
を
香
取
の
海
へ
流
す

と
香
取
神
宮
末
社
の
津
宮
へ
自
ら
到
着
し
た

と
の
伝
記
も
紹
介
し
ま
す
。

挿
図
は
、
現
在
、
一
日
目
に
行
わ
れ
て
い
る

提
灯
ま
ち
の
様
子
で
す
。

28�-

1　
官
幣
大
社
香
取
神
宮
鹿
島
神
宮
参

拝
記
念　
絵
葉
書

　
　
　
大
正
時
代
～
昭
和
時
代
初
期

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館（
菱
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

鹿
島
神
宮
に
は
、
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
に

「
一
之
鳥
居
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

西
の
一
之
鳥
居
が
立
つ
鹿
島
市
大
船
津
は
、

御み
ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
の
水
上
渡と

ぎ
ょ御
の
出
発
地
で
、
か
つ
て

は
鹿
島
神
宮
参
拝
の
玄
関
口
で
も
あ
り
ま
し

た
。

28�-

2　

日
本
水
郷
め
ぐ
り
・
鹿
島
神
宮　

御
船
祭

　
　
　
昭
和
時
代
後
期

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館（
菱
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

昭
和
後
期
の
鹿
島
神
宮
式
年
大
祭
御み

ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
で

す
。
境
内
か
ら
大
船
津
へ
向
か
う
行
列
や
、

香
取
市
加か

と
う
ず

藤
洲
の
様
子
で
す
。加
藤
洲
で
は
、

香
取
神
宮
に
よ
る
御お

む
か
え
さ
い

迎
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

29-

1　
香
取
神
宮
式
年
神
幸
祭

（
撮
影
：
越
川
宥ゆ
た
か

氏
）

　
　
　
平
成
時
代

①�

御ご
し
ん
よ
神
輿
が
輿よ

ち
ょ
う丁
に
担
が
れ
て
出
発
し
ま
す
。

②�

お
ら
ん
だ
楽
隊
が
、
佐さ

わ
ら原
の
町
並
み
を
西

か
ら
東
へ
進
ん
で
い
ま
す
。
小
野
川
沿
い

の
中
村
屋
商
店
前
を
通
り
、
忠
敬
橋
へ
さ

し
か
か
る
と
こ
ろ
で
す
。

③�

利
根
川
に
浮
か
ぶ
御
神
輿
が
乗
る
御ご

ざ
ふ
ね
座
船

で
す
。
木
造
船
で
あ
っ
た
の
は
、
平
成

二
十
六
年
よ
り
も
前
と
の
こ
と
で
す
。

④�

御
座
船
の
先
に
は
、鷁げ

き
し
ゅ首
が
飾
ら
れ
ま
す
。

大
空
を
飛
び
回
り
、
巧
み
に
水
に
潜
る
と

い
う
想
像
上
の
水
鳥
で
す
。

29-

2　
香
取
神
宮
式
年
神
幸
祭

　
　
　
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

前
回
の
式
年
神
幸
祭
の
よ
う
す
で
す
。
利
根

川
に
は
、
御ご

ざ
ふ
ね

座
船
と
と
も
に
、
御ご

し
ん
よ

神
輿
に
付

き
従
う
人
々
が
乗
る
供ぐ

ぶ
せ
ん

奉
船
も
停
ま
り
、
出

発
を
待
っ
て
い
ま
す
。

29-

3　
香
取
神
宮
式
年
神
幸
祭

　
　
　
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

　
　
　
香
取
市
教
育
委
員
会

①�

御ご
し
ん
よ

神
輿
を
乗
せ
た
御ご

ざ
ふ
ね

座
船
が
利
根
川
を
進

ん
で
い
き
ま
す
。

②�

鹿
島
神
宮
の
祭
神
を
乗
せ
た
船
も
利
根
川

を
進
み
ま
す
。

③�

式
年
神
幸
祭
で
は
、
香
取
の
神
が
鹿
島
の

神
に
出
迎
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
後
、
二

隻
は
、
牛う

し
が
は
な

ヶ
鼻
（
香
取
市
）
で
接
舷
し
、

御お
む
か
え
さ
い

迎
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

30　
鹿
島
神
宮
式
年
大
祭
御
船
祭

　
　
　
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

　
　
　
鹿
島
神
宮

鹿
島
神
宮
で
も
、
十
二
年
ご
と
の
午う

ま
年ど

し
の
九

月
、
式
年
大
祭
御み

ふ
ね
ま
つ
り

船
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
祭

礼
で
は
、
船
の
先
に
竜り

ゅ
う
と
う頭
を
飾
っ
た
御ご

ざ
ふ
ね
座
船

が
用
い
ら
れ
、
式
年
神
幸
祭
の
鷁げ

き
し
ゅ首
と
対
に

な
っ
て
い
ま
す
。

31　
複
製　
海
獣
葡
萄
鏡
★　

　
　
　
現
代
（
原
資
料
：
唐
（
七
世
紀
））

　
　
　
千
葉
県
立
中
央
博
物
館

（
原
資
料
：［
国
宝
］
香
取
神
宮
）

径
：
二
九・五
セ
ン
チ

鏡
背
面
に
、
海か

い
じ
ゅ
う獣

と
葡ぶ

ど
う
か
ら
く
さ
も
ん

萄
唐
草
文
を
配
置
し

た
唐
製
鏡
で
す
。
同
じ
原
型
に
よ
る
鏡
が
正

倉
院
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
香
取
神
宮
に
天
皇

や
そ
の
周
辺
に
近
い
人
物
が
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。

32　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
海
獣
葡
萄
鏡
★　

　
　
　
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）

　
　
　
香
取
神
宮
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

径
：
一
三・九
セ
ン
チ

鏡
背
面
の
文
様
は
、
国
宝
の
鏡
と
同
じ
組
み

合
わ
せ
で
す
。
鏡
面
の
墨
書
か
ら
、
天
文

二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
に
林
越
前
に
よ
り

奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
鏡
面
墨
書
】

　
　
　
　
　
　
林

　
　
香
取
大
明
神

　
　
　
　
　
　
越
前

　
　
天
文
廿
二
年
癸
丑
四
月
吉
日

33　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
瑞
花
双
鳳
五
花
鏡
★

　
　
　
鎌
倉
時
代
か

　
　
　
香
取
神
宮
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

径
：
一
二・七
セ
ン
チ

五
弁
の
花
び
ら
の
形
を
か
た
ど
っ
た
五
花
鏡
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で
、
鈕ち

ゅ
う

の
上
下
に
ふ
り
返
る
鳳
凰
を
、
空
間

を
埋
め
る
よ
う
に
瑞ず

い
か花

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

34　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
梅
樹
双
雀
鏡
★

　
　
　
延
文
五
年
（
一
三
六
〇
）

　
　
　
香
取
神
宮
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

径
：
八・〇
セ
ン
チ

鏡
背
面
に
、
下
向
き
の
亀
の
鈕ち

ゅ
う

、
右
下
の

州す
は
ま浜
か
ら
梅
が
の
び
、
州
浜
の
左
に
向
き
合

う
二
羽
の
雀
を
表
す
和
鏡
で
す
。
ま
た
、
鏡

面
の
墨
書
や
二
つ
の
穴
か
ら
、
神
前
に
か
け

ら
れ
た
御み

し
ょ
う
た
い

正
体
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

【
鏡
面
墨
書
】

　
　
　
　
敬
白

　
　
　
御
正
躰
一
面

　
　
右
志
者
為
平

　
　
氏
女
心
中
所
願
成
就

　
　
圓
満
也

　
　
　
延
文
五
秊
三
月
七
日

　
　
　
　
平
氏
女

35　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
菊
枝
双
雀
長
方
形
鏡
★

　
　
　
南
北
朝
時
代
か

　
　
　
香
取
神
宮
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

縦
：
七・七
セ
ン
チ

横
：
五・六
セ
ン
チ

鈕ち
ゅ
う

の
穴
が
、
上
下
に
あ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
央
に
あ
る
鈕
か
ら
上
下
に
菊
の
枝
が
の

び
、
鈕
の
右
に
二
羽
の
雀
が
向
か
い
あ
っ
て

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

36　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
菊
花
双
雀
鏡
★　

　
　
　
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）

　
　
　
香
取
神
宮
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）　

径
：
一
一・三
セ
ン
チ

鈕ち
ゅ
う

は
上
向
き
の
亀
で
、
そ
の
周
り
に
七
輪

の
菊
の
花
を
一
組
と
し
て
五
組
を
配
置
し
、

鈕
の
上
に
は
二
羽
の
雀
が
向
か
い
あ
っ
て

い
ま
す
。
鏡
面
の
墨
書
か
ら
、
長
禄
二
年

（
一
四
五
八
）
に
、
御み

し
ょ
う
た
い

正
体
と
し
て
奉
納
さ

れ
た
も
の
で
す
。

【
鏡
面
墨
書
】

　
　
敬
白

　
　
奉
懸
御
正
躰
一
枚

　
　
右
者
為
所
願
成
就
也

　
　
長
禄
二
年
十
二
月
吉
日

　
　
　
　
　
敬
白

37　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡
★　

　
　
　
室
町
時
代

　
　
　
香
取
神
宮
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

径
：
一
二・二
セ
ン
チ

中
央
に
突
起
が
あ
る
八
つ
の
花
弁
を
持
つ
、

八は
ち
り
ょ
う
が
た

稜
形
の
鏡
で
す
。
鈕ち

ゅ
う

の
上
に
尾
長
鳥
風
と

な
っ
た
二
羽
の
鳳
凰
が
飛
び
、
そ
の
周
り
に

瑞ず
い
か花
を
配
置
し
ま
す
。

38　
千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財　
神
号
鏡
★

　
　
　
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

　
　
　
香
取
神
宮
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
寄
託
）

　

   　
　
　
　
　
　
　
　

径
：
三
六・七
セ
ン
チ

総
長
：
四
九・一
セ
ン
チ

上
部
に
宝ほ

う
じ
ゅ
が
た

珠
形
の
鈕ち

ゅ
う

を
置
き
、
全
面
を
魚な

な々

子こ

地じ

と
し
ま
す
。
鹿
島
神
宮
に
は
、
前
年
の

元
禄
七
年
銘
で
、
同
じ
く
江
戸
本ほ

ん
ふ
な
ち
ょ
う

船
町
（
東

京
都
中
央
区
日
本
橋
）
の
森
田
姓
の
人
物
に

よ
る
神
号
鏡
が
伝
わ
り
ま
す
。
両
宮
に
共
に

奉
納
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

敬白
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第３章　香取と鹿島
１　香取の海をはさんで

21 写真　卜部家本　古語拾遺（影印本） 昭和17年（1942）
千葉県立中央博物館
（原資料：●天理大学附属天理図書館）

22 複製　海夫注文
現代
（原資料：
応安７年（1374））

千葉県立中央博物館
（原資料：●個人）

23 ○ 神崎宮絵図写（神崎神社文書） 平治元年（1159） 神崎神社（千葉県立中央博物館寄託）

24 ○
写真　神宮寺文書（大般若波羅蜜多経・経箱
入）

平安時代
　～南北朝時代

神宮寺（千葉県立中央博物館寄託）

24-1 ○ 大般若波羅蜜多経　巻第五百八十八
平安時代
　～鎌倉時代

神宮寺（千葉県立中央博物館寄託）

24-2 ○ 大般若波羅蜜多経　巻第三 貞治２年（1363） 神宮寺（千葉県立中央博物館寄託）
24-3 ○ 大般若波羅蜜多経　巻第一百四 南北朝時代 神宮寺（千葉県立中央博物館寄託）
25 成田名所図会（成田参詣記）　一 安政５年（1858） 千葉県立中央博物館

２　それぞれの神幸祭

26

絵はがき
・官幣大社香取神宮鹿島神宮参拝記念 絵葉書
・官幣大社香取神宮参拝記念 絵葉書
・官幣大社香取神宮　津の宮
・下総官幣大社　香取神宮　浜ノ大鳥居
・香取神宮神幸祭
・下総官幣大社香取神宮神幸軍神祭神輿
　利根川にて鹿島神宮小御門神社の御迎祭式

大正・昭和時代 千葉県立中央博物館（菱田コレクション）

27 鹿嶋志　上巻 文政６年（1823） 千葉県立中央博物館

28-1 官幣大社香取神宮鹿島神宮参拝記念　絵葉書
大正時代～
昭和時代初期

千葉県立中央博物館（菱田コレクション）

28-2 日本水郷めぐり・鹿島神宮　御船祭 昭和時代後期 千葉県立中央博物館（菱田コレクション）

29-1
写真　香取神宮式年神幸祭
　　　（撮影：越川宥氏）

平成時代

29-2 写真　香取神宮式年神幸祭 平成26年（2014） 千葉県立中央博物館
29-3 写真　香取神宮式年神幸祭 平成26年（2014） 香取市教育委員会
30 写真　鹿島神宮式年大祭御船祭 平成26年（2014） 鹿島神宮

４．香取神宮の神宝

31 複製　海獣葡萄鏡
現代
（原資料：
唐（７世紀））

千葉県立中央博物館
（原資料：◎香取神宮）

32 ○ 海獣葡萄鏡 天文22年（1553） 香取神宮（千葉県立中央博物館寄託）
33 ○ 瑞花双鳳五花鏡 鎌倉時代か 香取神宮（千葉県立中央博物館寄託）
34 ○ 梅樹双雀鏡 延文５年（1360） 香取神宮（千葉県立中央博物館寄託）
35 ○ 菊枝双雀長方形鏡 南北朝時代か 香取神宮（千葉県立中央博物館寄託）
36 ○ 菊花双雀鏡 長禄２年（1458） 香取神宮（千葉県立中央博物館寄託）
37 ○ 瑞花双鳳八稜鏡 室町時代 香取神宮（千葉県立中央博物館寄託）
38 ○ 神号鏡 元禄８年（1695） 香取神宮（千葉県立中央博物館寄託）
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番号 指定 名称 時代 所蔵
第１章　香取神宮のはじまり

1-1
正和五年二月日「大禰宜実長訴状写」
　　　　　　　　　（香取文書纂　巻一）

明治41年（1908）
（原資料：
正和５年（1316））

千葉県立中央博物館

1-2 ○
写真　正和五年二月日「大禰宜実長訴状写」
　　　　　　　　　（本所古文書）

正和５年（1316） 香取神宮

2 写真　日本書紀　巻第二 江戸時代 千葉県立中央博物館　大利根分館
3 写真　古事記　上 寛永21年（1644） 国立国会図書館デジタルコレクション

4 複製　延喜式（九条家本）　巻第九 大正14年（1925） 千葉県立中央博物館
（原資料：◎東京国立博物館）

5 ○ 吉原三王遺跡　墨書土器 平安時代前期 千葉県教育委員会
6 神田台遺跡　墨書土器 平安時代前期 千葉県立房総のむら

第２章　式年神幸祭
１　神幸祭と式年神幸祭

7 香取志　上巻 天保４年（1833） 千葉県立中央博物館
8 利根川図志　巻五 安政２年（1855） 千葉県立中央博物館
9 香取新誌 明治10年（1877） 千葉県立中央博物館　大利根分館
10 香取参詣記 文政11年（1828） 千葉県立関宿城博物館
11 神幸祭絵巻（多田家本） 江戸時代 香取神宮

２　式年神幸祭の歴史
12 写真　常陸国風土記 天保10年（1839） 千葉県立中央博物館

13
写真　年月欠「御祭礼之次第」
　　　　　　　　　（香取文書纂　巻九）

　明治41年（1908） 千葉県立中央博物館

14 伊藤泰歳「祭典旧儀下調書」
明治17年（1884）
か

香取神宮

15 写真　古事記　中 寛永21年（1644） 国立国会図書館デジタルコレクション
16 写真　日本書紀　巻第三 江戸時代 千葉県立中央博物館　大利根分館
17 ○ 弘安九年六月日「国宣写」（本所古文書） 弘安９年（1286） 香取神宮
18 香取神宮神幸軍神祭図 明治時代 千葉県立中央博物館
19 官幣大社香取神宮　神幸軍神祭御船遊之図 明治時代 千葉県立中央博物館

20-1 官幣大社　香取神宮神幸軍神祭　記念絵葉書
明治時代末期
～大正時代初期

千葉県立中央博物館（菱田コレクション）

20-2
下総官幣大社香取神宮　神幸軍神祭（四月十
五日）

明治時代末期
～大正時代初期

千葉県立中央博物館（菱田コレクション）

令和７年度トピックス展　「式年神幸祭記念　香取神宮展」

出　品　目　録

　　　令和８年３月１４日（土）～５月３１日（日）
　　　千葉県立中央博物館

　　　　◎：国宝，●：重要文化財，○：千葉県指定有形文化財
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